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西
宮
市
甲
風
園
一
―
一
―
五　
　

法
貴
皮
膚
科
内

第
35
回
支
部
総
会

　

７
月
18
日
、
西
宮
市
勤
労
会
館
で
第
35
回
支

部
総
会
を
開
催
。
総
会
記
念
市
民
公
開
講
演
会

で
は
「
１
０
０
人
の
村　

あ
な
た
も
こ
こ
に
生

き
て
い
ま
す
」
と
題
し
て
ド
イ
ツ
文
学
翻
訳
家
・ 

口
承
文
芸
研
究
家
の
池
田
香
代
子
氏
の
講
演
が

行
わ
れ
、
医
療
関
係
者
・
市
民
ら
１
８
０
人
が

参
加
し
た
。
谷
端
美
香
先
生
（
芦
屋
市
・
高
橋

歯
科
医
院
）
が
司
会
を
務
め
、
大
森
公
一
先
生

（
西
宮
市
・
大
森
内
科
医
院
）
が
開
会
あ
い
さ
つ
、

法
貴
憲
支
部
長
（
西
宮
市
・
法
貴
皮
膚
科
）
が

謝
辞
を
述
べ
た
。

　

総
会
議
事
で
は
、
北
井
明
先
生
（
芦
屋
市
・

北
井
内
科
ク
リ
ニ
ッ
ク
）
の
議
長
の
も
と
、
林

田
英
隆
先
生
（
西
宮
市
・
林
田
ク
リ
ニ
ッ
ク
）

が
活
動
報
告
・
方
針
案
と
、
新
支
部
役
員
体
制

に
つ
い
て
提
案
を
行
い
、
承
認
さ
れ
た
。

　

法
貴
支
部
長
か
ら
の
支
部
長
再
任
の
あ
い
さ

つ
文
と
、
谷
端
先
生
か
ら
の
感
想
文
を
掲
載
す

る
。

〈
支
部
長
再
任
の
あ
い
さ
つ
〉

　

支
部
活
動
へ
の
さ
ら
な
る
ご
協
力
・
参
加
を

お
願
い
い
た
し
ま
す

　
　
　
　
　
　
　
　
　

 

支
部
長　

法
貴　

憲

　

７
月
18
日
開
催
の
支
部
総
会
で
昨
年
度
の
会

務
報
告
と
新
年
度
の
方
針
の
確
認
と
あ
わ
せ
て
、

支
部
世
話
人
、
評
議
員
・
予
備
評
議
員
の
改
選

が
行
わ
れ
、
支
部
長
の
任
に
あ
ら
た
め
て
つ
く

こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
今
後
も
よ
ろ
し
く
お
願

い
い
た
し
ま
す
。

　

総
会
記
念
講
演
は
ド
イ
ツ
文
学
翻
訳
家
の
池

田
香
代
子
氏
を
講
師
に
「
１
０
０
人
の
村　

私

も
こ
こ
に
生
き
て
い
ま
す
」
と
題
し
、
市
民
ら

１
８
０
人
の
参
加
で
盛
況
に
終
え
ま
し
た
。
他

池田氏は安保関連法案をめぐる現在の政治状況等につい

て熱く語り、医療関係者・市民ら 180 人が聞き入った

会
員
交
流
、
支
部
活
性
化
に
さ
ら
な
る
ご
協
力
を

世
話
人
会
だ
よ
り

　

西
宮
・
芦
屋
支
部
は
８
月
28
日
に
フ
レ
ン

テ
西
宮
で
世
話
人
会
を
開
催
。
５
人
が
参
加

し
た
。

【
報
告
】

①
第
35
回
支
部
総
会
（
７
・
18
）

②
被
災
地
物
産
展
（
７
・
25
）

③
健
康
カ
フ
ェ
（
８
・
22
）

【
予
定
・
企
画
】

①
第
15
回
胸
部
Ｘ-

Ｐ
読
影
会

②
英
語
で
診
療M

e
d
i
c
a
i
 
E
n
g
l
i
s
h

＃
44

③
新
規
開
業
医
交
流
会

④
院
内
感
染
対
策
研
修
会
（
Ｂ
Ｂ
Ｐ
コ
ー
ス
）

⑤
保
険
請
求
事
務
講
習
会
（
西
宮
会
場
）

⑥
第
25
回
日
常
診
療
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン

【
協
会
行
事
】

①
保
団
連
第
30
回
医
療
研
究
フ
ォ
ー
ラ
ム

（
10
・
10
～
11
）

②
第
24
回
日
常
診
療
経
験
交
流
会
（
10
・

25
）※

世
話
人
会
の
日
程
は
毎
月
第
４
金
曜

日
で
す
。
支
部
に
つ
い
て
の
ご
意
見
や

企
画
案
な
ど
を
お
寄
せ
く
だ
さ
い
。

市民公開講演会で司会を務めた谷端先生（右）と、

謝辞を述べる法貴支部長（左）

方
、
総
会
後
の
世
話
人
会
で
は
、
支
部
会
員
の
協

会
行
事
へ
の
参
加
が
支
部
総
会
を
ふ
く
め
て
最
近

少
な
く
な
っ
て
い
る
こ
と
を
率
直
に
意
見
交
換
す

る
中
で
、
会
員
の
交
流
を
促
し
支
部
を
活
性
化
さ

せ
る
た
め
に
は
ど
の
よ
う
に
す
れ
ば
よ
い
か
論
議

し
て
お
り
ま
す
。

　

来
年
の
支
部
総
会
を
一
つ
の
節
目
に
、
日
常
的

な
支
部
世
話
人
活
動
を
よ
り
多
く
の
会
員
の
皆

様
と
取
り
組
み
な
が
ら
盛
り
上
げ
て
い
く
た
め
に

も
、
今
後
も
日
常
診
療
や
交
流
に
役
立
つ
催
し
を

開
催
し
て
参
り
た
い
の
で
、
ぜ
ひ
皆
様
に
も
ご
参

加
・
協
力
と
ご
意
見
を
賜
り
ま
し
た
ら
幸
甚
で
す
。

　
　

 
 

　
　

〈
谷
端
先
生
か
ら
の
感
想
文
〉

　

西
宮
・
芦
屋
支
部
の
総
会
記
念
市
民
公
開
講
演

会
で
今
回
も
司
会
を
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

有
名
な
ベ
ス
ト
セ
ラ
ー
作
家
に
も
か
か
わ
ら
ず
、

耳
に
す
る
こ
と
は
あ
っ
て
も
実
際
に
本
を
読
ん
だ

こ
と
が
な
か
っ
た
の
で
大
変
申
し
訳
な
く
思
っ
た

次
第
で
し
た
。
し
か
し
、
池
田
香
代
子
さ
ん
の
講

演
は
そ
ん
な
こ
と
は
関
係
な
く
、
世
界
に
対
す
る

日
本
の
姿
勢
に
つ
い
て
語
ら
れ
、
大
変
感
動
い
た

し
ま
し
た
。

　

現
時
点
で
も
「
国
際
平
和
支
援
法
案
」
「
平
和

安
全
法
制
整
備
法
案
」
に
つ
い
て
い
ろ
い
ろ
な
議

論
が
さ
れ
て
い
ま
す
。
そ
れ
ら
に
関
し
て
も
深
く
、

鋭
い
見
解
を
示
し
て
く
だ
さ
い
ま
し
た
。

　

池
田
さ
ん
は
様
々
な
方
向
か
ら
、
も
ち
ろ
ん
歴

史
的
な
方
向
も
含
め
て
教
え
て
く
だ
さ
っ
た
の

で
、
大
変
有
意
義
な
時
間
に
な
っ
た
と
思
い
ま
す
。

　

今
回
の
続
編
と
し
て
次
回
は
も
う
少
し
多
く
の

時
間
を
か
け
て
池
田
さ
ん
に
講
演
し
て
い
た
だ
き

た
い
と
痛
切
に
思
っ
て
い
ま
す
。

 

　

 
 
 

【
芦
屋
市
・
高
橋
歯
科
医
院　

谷
端 

美
香
】

協
会
西
宮･

芦
屋
支
部　

新
役
員
名
簿

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

 

　
　

（
敬
称
略
）

１
、
支
部
役
員

〈
支
部
長
〉　

　

法
貴　

憲

〈
副
支
部
長
〉　

　

加
藤
隆
久
、
北
井 

明
、
林
田
英
隆
、
広
川
恵

一
〈
世
話
人
〉

　

伊
賀
幹
二
、
岩
下
敬
正
、
川
﨑
史
寛
、
川
野
悦
司
、

北
垣
幸
央
、
佐
々
木
健
陽
、
多
田 

梢
、
土
山
雅
人
、

中
田
正
基
、
広
本
秀
治
、
前
田
信
証
、
三
浦
一
樹
、

宮
﨑
睦
雄
、
宮
崎
義
彦
、
村
上 

博
、
森 

博
雄
、

安
岡
眞
奈
美
、
谷
端
美
香
、
藤
森
隆
史

〈
相
談
役
〉

　

堅
田 

均
、
幸
原 

久
、
森
下
敬
司
、
大
森
公
一
、

法
西 

浩

２
、
評
議
員
・
予
備
評
議
員

〈
評
議
員
〉　

　

川
野
悦
司
、
北
垣
幸
央
、
広
本
秀
治
、
宮
崎
睦

雄
、
村
上 

博
、
（
歯
科
）
谷
端
美
香
、
藤
森
隆
史

〈
予
備
評
議
員
〉

　

岩
下
敬
正
、
川
﨑
史
寛
、
前
田
信
証
、
三
浦
一

樹
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基
礎
か
ら
応
用
ま
で
幅
広
い
勉
強
会

機能性ディスペプシアについてガイドライン作成

委員の立場から分かりやすい解説がされた

　

７
月
11
日
、
協
会
会
議
室
で
第
32
回
漢
方

研
究
会
を
開
催
。
「
慢
性
胃
炎
と
機
能
性
デ
ィ

ス
ペ
プ
シ
ア
～
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
か
ら
み
た
漢

方
薬
の
可
能
性
～
」
を
テ
ー
マ
に
、
兵
庫
医

科
大
学
内
科
学
消
化
管
科
講
師
の
大
島
忠
之

先
生
が
講
師
を
務
め
、
医
師
・
薬
剤
師
ら
37

人
が
参
加
し
た
。
司
会
を
務
め
た
ウ
イ
ン
グ

調
剤
薬
局
の
長
光
由
紀
先
生
か
ら
の
感
想
文

を
掲
載
す
る
。

　

恒
例
の
西
宮
神
社
会
館
を
あ
い
に
く
確
保
で
き

ず
、
協
会
６
階
会
議
室
（
神
戸
元
町
）
で
の
開
催

と
な
り
ま
し
た
が
、
大
勢
の
方
に
ご
参
加
を
い
た

だ
き
ま
し
た
。
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

　

今
回
は
「
慢
性
胃
炎
と
機
能
性
デ
ィ
ス
ペ
プ
シ

ア
」
と
い
う
演
題
で
、
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
機
能
性
消

化
管
障
害
（
Ｆ
Ｄ
）
作
成
委
員
会
の
委
員
を
務
め

て
お
ら
れ
る
兵
庫
医
科
大
学
内
科
学
消
化
管
科
の

大
島
忠
之
先
生
に
お
話
を
う
か
が
い
ま
し
た
。

　

漢
方
研
究
会
で
は
あ
り
ま
す
が
薬
剤
師
の
参
加

も
多
く
、
ま
ず
機
能
性
デ
ィ
ス
ペ
プ
シ
ア
に
つ
い

て
解
説
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
簡
単
に
言
う
と

機
能
性
（
良
く
わ
か
ら
ん
）
デ
ィ
ス
ペ
プ
シ
ア
（
上

腹
部
症
状
）
と
い
う
こ
と
だ
そ
う
で
す
。
胃
の
不

快
症
状
を
訴
え
る
方
は
多
く
て
「
胃
が
痛
む
」
「
胃

が
も
た
れ
る
」
「
げ
っ
ぷ
が
出
る
」
な
ど
胃
に
ま
つ

わ
る
言
葉
も
た
く
さ
ん
あ
り
ま
す
。
胃
の
機
能
は

「
食
物
を
一
時
的
に
蓄
え
る
」
「
栄
養
と
し
て
吸
収

し
や
す
い
状
態
（
粥
状
）
に
し
て
消
化
を
助
け
る
」

「
胃
酸
の
力
で
食
物
に
付
着
し
た
細
菌
を
殺
菌
す

る
」
「
ゆ
っ
く
り
と
食
物
を
十
二
指
腸
へ
送
る
」
な

ど
で
す
。

　

日
本
人
の
５
人
に
１
人
に
デ
ィ
ス
ペ
プ
シ
ア
症

状
が
あ
り
、
そ
の
内
４
人
に
１
人
が
治
療
さ
れ
て

い
る
そ
う
で
す
。
「
痛
い
」
と
い
う
不
安
（
心
の

ケ
ア
も
含
め
て
）
の
治
療
と
な
り
ま
す
。
さ
て

ピ
ロ
リ
除
菌
は
Ｆ
Ｄ
の
治
療
と
し
て
有
効
か
？

と
い
う
こ
と
で
、
先
生
は
13
人
の
除
菌
で
１
人

の
胃
の
辛
い
症
状
が
取
れ
る
と
教
え
て
く
だ
さ

い
ま
し
た
。
こ
れ
か
ら
ピ
ロ
リ
除
菌
を
す
る
と

い
う
方
へ
ご
説
明
が
で
き
ま
す
ね
。
ち
な
み
に

バ
イ
ア
ス
ピ
リ
ン
は
飲
ん
で
い
て
90
人
中
１
人

が
有
効
だ
そ
う
で
す
。

　

ラ
ッ
ト
の
実
験
で
、
胃
は
食
べ
る
と
幽
門
部

が
ギ
ュ
ッ
と
閉
ま
り
胃
底
部
が
膨
ら
み
食
物
を

た
め
る
こ
と
が
で
き
る
そ
う
で
す
。
大
食
い
で

有
名
な
ギ
ャ
ル
曽
根
さ
ん
は
か
な
り
胃
底
部
が

膨
ら
む
（
テ
レ
ビ
放
映
さ
れ
た
）
の
で
、
た
く

さ
ん
の
食
物
を
と
る
こ
と
が
で
き
る
の
だ
そ
う

で
す
。
人
間
の
体
は
不
思
議
で
す
ね
。

　

と
こ
ろ
で
機
能
性
デ
ィ
ス
ペ
プ
シ
ア
の
ガ
イ

ド
ラ
イ
ン
で
は
二
次
治
療
と
し
て
漢
方
薬
が
選

択
で
き
る
そ
う
で
「
六
君
子
湯
」
を
挙
げ
ら
れ

ま
し
た
。
胃
を
膨
ら
ま
せ
る
効
果
が
期
待
で
き

て
食
後
膨
満
感
に
良
い
そ
う
で
す
。
冷
え
が
あ

れ
ば
「
人
参
湯
」
、
痛
み
が
あ
れ
ば
「
安
中
散
」
、

熱
が
あ
れ
ば
「
半
夏
瀉
心
湯
」
、
ガ
ス
が
あ
る
と

き
は
「
半
夏
厚
朴
湯
」
と
教
え
て
い
た
だ
き
ま

し
た
。
基
礎
か
ら
漢
方
へ
の
応
用
と
幅
広
く
学

ば
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
大
島
先
生
あ
り
が

と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

 
 
 

【
伊
丹
市
・
ウ
イ
ン
グ
調
剤
薬
局 

長
光
由
紀
】

第
32
回
漢
方
研
究
会

　

７
月
17
日
、
西
宮
医
療
会
館
で
英
語
で

診
療M

e
d
i
c
a
l
 
E
n
g
l
i
s
h

＃
43
を
開
催
。

「D
e
r
m
a
t
o
l
o
g
i
c
a
l
 
F
i
e
l
d

　

皮
膚
科
領
域

皮
膚
の
症
状
、
成
人
型
ア
ト
ピ
ー
性
皮
膚
炎
、

帯
状
疱
疹
」
を
テ
ー
マ
に
、R

o
b
e
r
t
 
C
o
n
r
o
y

氏
が
講
師
、
坂
尾
福
光
先
生
（
西
宮
市
・
ビ
ュ
ー

ハ
イ
ツ
ク
リ
ニ
ッ
ク
）
が
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
を

務
め
、
医
師
ら
７
人
が
参
加
し
た
。
参
加
者

か
ら
い
た
だ
い
た
感
想
文
を
掲
載
す
る
。

　

実
は
私
は
、
普
段
の
業
務
で
英
語
を
話
す
機
会

は
ほ
ぼ
あ
り
ま
せ
ん
。
そ
ん
な
私
が
こ
の
学
習
会

に
参
加
し
て
も
い
い
の
だ
ろ
う
か
と
い
う
気
持
ち

も
少
し
あ
り
ま
し
た
が
、
私
の
大
半
を
占
め
る
好

奇
心
が
勝
り
、
参
加
を
続
け
て
い
ま
す
。

　

学
習
会
は
思
っ
た
よ
り
少
人
数
で
、
病
名
・
症

状
な
ど
の
単
語
や
診
察
場
面
で
の
会
話
な
ど
、
ま

さ
に
医
療
ス
タ
ッ
フ
が
必
要
と
す
る
よ
う
な
英
語

ば
か
り
で
し
た
。

　

専
門
用
語
の
発
音
や
細
か
い
ニ
ュ
ア
ン
ス
の
違

い
な
ど
、
日
常
英
会
話
の
レ
ッ
ス
ン
で
は
学
べ
な

い
こ
と
が
出
て
く
る
の
で
、
と
て
も
勉
強
に
な
り

ま
す
。

　

ま
た
、
数
回
前
か
ら
始
ま
っ
た
ロ
ー
ル
プ
レ
イ

形
式
の
ス
ピ
ー
キ
ン
グ
の
コ
ー
ナ
ー
で
は
、
本
物

の
医
療
通
訳
士
に
な
っ
た
よ
う
に
、
日
本
人
の
医

師
と
外
国
人
の
患
者
の
や
り
取
り
を
み
ん
な
で
順

番
に
訳
し
ま
す
。
こ
れ
が
本
当
に
緊
張
し
ま
す
（
こ

の
学
習
会
の
一
番
の
目
玉
だ
と
、
個
人
的
に
は
思
っ

て
い
る
の
で
す
が
）
。
今
回
か
ら
、
事
前
に
予
習
が

で
き
る
よ
う
に
と
資
料
が
配
布
さ
れ
ま
し
た
の
で
、

心
の
準
備
も
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
「
た
ま

英
語
で
診
療 
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ロ
ー
ル
プ
レ
イ
の
緊
張
感
が
一
番
の
目
玉

に
は
こ
う
ゆ
う
緊
張
感
っ
て
い
い
よ
な
ぁ
」
と

思
い
つ
つ
参
加
し
て
い
ま
す
。

　

勤
務
の
関
係
か
ら
、
私
は
い
つ
も
午
前
診
と

午
後
診
の
間
の
時
間
を
縫
う
様
に
往
復
し
て
い

ま
す
。
学
習
会
よ
り
も
移
動
時
間
の
方
が
長
く

か
か
っ
て
お
り
、
今
回
は
台
風
11
号
の
余
波
に

も
見
舞
わ
れ
て
し
ま
い
ま
し
た
。
そ
れ
で
も
３

～
４
ヶ
月
に
１
度
の
学
習
会
を
い
つ
も
楽
し
み

に
し
て
い
ま
す
。

　

こ
れ
か
ら
も
細
く
長
く
続
い
て
い
っ
て
ほ
し

い
な
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　

【
長
田
区
・
ふ
れ
あ
い
薬
局
板
宿 

藤
井
妙
子
】

ロールプレイ形式で医師と患者のやり取りを

訳しながら皮膚科領域の言い回しを学んだ

�第15回胸部 X-P読影会　　

 日時：10月22日 (木 ) 20時～

 会場：西宮渡辺心臓・血管センター

 
講演：「診断に難渋したケース (仮 )」

 講師： 尼崎市・はら内科クリニック
　　　　　　　　　　　　 原 秀樹 先生

　講演後は参加の先生に持ち寄っていただいた胸部　

　写真の検討会を行います。検討したい胸部写真を

　ご持参ください。


